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測定している値の偏波 

 受信アンテナが水平偏波であれば、測定している値は水平

偏波の電界強度に決まっているだろうと言う方が多いかも

しれません。もう一度使用している受信アンテナを眺めてみ

ましょう。例えば複合アンテナの場合、水平偏波に設定した

時にエレメントが垂直になっている部分はないですか？  

アンテナの構造によっては、僅かかもしれませんが異なる成分が含まれている場合があります。アン

テナ工学的には詳細で難しい定義付けされていますが、おおざっぱに言うと水平偏波を測定していると

きの垂直偏波、垂直偏波を測定しているときの水平偏波がどの程度含まれるのかを示す指標が交差偏波

識別度となります。 

 

評価方法は難しい 

 この評価方法は CISPR 16-1-6 で規定されていますが自由空間に近い状態でなければならないこと

から、容易には行えず外部校正機関に委託するか、少なくともアンテナ製造業者が提供する特性表を入

手しておく必要があります。CISPR 16-4-2 で参照されている放射エミッション測定の不確かさには、

この項目が含まれているので何とか入手する必要があります。ただ CISPR16-1-4 では使用する受信

アンテナの特性に交差偏波識別度は 20dB 以上と記載されているので、この規格に適合しているアン

テナであれば厳守されているはずですが。 

 

どうしても確認してみたい 

 水平偏波と垂直偏波では基準大地面からの影響度は周波数によりますが異なります。無理やり確認す

るのであれば、例えばコムジェネレータに可能な限り小さなアンテナを取り付け、受信アンテナは垂直

偏波としアンテナ間の距離をできるだけ近づけて基準大地面からの影響を抑制するため２ｍぐらいに

上げて、送信アンテナを垂直偏波の時の受信レベルから、送信アンテナを水平偏波に切り替えた時の受

信レベルの差を確認すればおおよその性能はわかります。分かったところで改善が出来るわけではない

のですが。 

 受信アンテナに対する要求事項は CISPR 16-1-6 が制定されてから細かくなっています。購入する

際には気を付けることです。この性能に関しては、放射イミュニティ試験のアンテナにも適用すべきで

妨害電波の品質に影響する内容となります。例えば水平偏波で電界を発生させていても。実は水平偏波

と垂直偏波の合成でしたでは、試験品質としては如何なものかと思います。この規定はエミッションの

規定ですが放射イミュニティも電波を扱います。得られた知識を応用するのもエンジニアの宿命ですの

で確認してみるのも良いでしょう。 

  


